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【概要
】

i-Constructionの取り組み概要

□一人一人の生産性を向上させ、企業の経営環境を改善
□建設現場に携わる人の賃金の水準の向上を図るなど魅力ある建設現場に
□死亡事故ゼロを目指し、安全性が飛躍的に向上
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【概要】ICT活用工事とは？

建設生産プロセスの下記①～⑤の全ての段階においてICTを全面的に活用する工事であり、特記仕様書に明示す
ることで対象工事とします。

※「ICT活用工事」において、上記①～⑤の一連の施工を行うことを「ICT活用施工」といいます。

３次元起工測量
３次元設計データ作成
ICT建設機械による施工
３次元出来形管理等の
施工管理
３次元データの納品
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【概要】ICT活用工事の発注方法

（１）対象工事 ※歩掛(機種規格)の範囲に注意

一般土木工事

１）掘削工・・・バックホウによる土砂、岩塊・玉石の掘削積込又は土砂の片切掘削に限る

２）路体（築堤）盛土・・・施工幅員4.0m以上の土砂等を使用した路床盛土に限る

３）路床盛土・・・施工幅員4.0m以上の土砂等を使用した路床盛土に限る

４）法面整形工・・・土質がレキ質土、砂及び砂質土、粘性土、軟岩Ⅰに限る

（（２）発注方式・対象規模

【受注者希望型】上記工種の土工数量が１,000 m3以上
なお、土工量1,000m3以上の工事とは，土の移動量の計が1,000m3以上のものであり，
例えば，掘削土量500m3 ，盛土土量500m3の工事は土工量1,000m3とする。

（（３）設計変更
• ３次元起工測量経費及び３次元設計データ作成経費について見積りにて設計変更する。

▲変更対象に含まれない作業例
○ 基準点，ICT建機稼働のための基地局等の設置○起工測量以外の完成時又は出来形管理の為の測量
○ 設計図書の照査に関わる作業○その他協議図面作成に関わる作業○完成図書作成に関わる作業

（（４）工事成績評定
・ ＩＣＴ活用工事を実施知した場合は、創意工夫における【施工】「情報化施工技術を活用した工事」において
加点するものとする。

＊その他
ＩＣＴ活用工事として発注していない工事において、受注者からの希望があった場合は施工承諾による取り扱
いとする。
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【概要】ＩＣＴ活用工事（ＩＣＴ土工）の実施方針

土工量

1,000m3以上である

Yes

No

建設生産プロセスの下記①～⑤全ての段階におい
「ICT活用工事」

てICTを全面的に活用する工事であり、特記仕様書

に明示することで対象工事とする。

３次元起工測量
３次元設計データ作成
ICT建設機械による施工
３次元出来形管理等の施工管理
３次元データの納品

土工（対象工事）を含む「一般土木工事」である ※歩掛(機種規格)の範囲に注意

（対象工事）掘削工、路体（築堤）盛土工、路床盛土工、法面整形工

従来施工

※ICT建設機械の施工のみなど自主的な活用は
妨げない

○ 「ICT活用工事積算要領」に基づき積算
○ 「創意工夫」において加点評価
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Yes
受注者希望型

「ICT活用工事」に指定


